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　 言語の習得、勉強、現場の
改善運動、ダイエット、ゴル
フ、それから病気の回復も。
今よりも良くしよう、プラス
にしようという行動には、か
ならず「後退」「沈み」がつ
きものです。私の専門分野で
ある精神治療にも回復にはジ
ャンプ前のタメのように状態
が下がる時期があります。こ
こで積極的な治療ができるか
が医師の技量（度量）であ
り、治癒力を信じられるかが
患者さんの頑張りどころで
す。前進のために後退を受け
入れる勇気。これが鍵です。 
　 みなさんの健康管理や経営
活動でも同じだと思います。
　 脳や身体は何かを習得して
いく時、その成果は決して右
肩上がり一直線には現れてき
ません。人は行動し継続する
ことで、必ず「気づき」を得
ます。意欲の高い人ほどその

気づきの量は多くなります。
その気づきゆえに、立ち止ま
り、疑問を持ち、悩み、修正
を行います。社内ではたくさ
んの人が関係するので気づき
が複雑に交差し混乱すること
は多々あるでしょう。しか
し、行動すればこその産物。
このステージを早く賢く乗り
越えることで成長スパイラル
に入るのです。。 
　 身体＝筋肉も同じで、負荷
と回数が同じだとそれに慣れ
てしまい、ある時期から効果
が出なくなります。ダイエッ
トも体重が落ちない「停滞
期」がありますね。 
　 
　 後退、停滞期は、マイナス
の感情にどっぷり支配されま
す。ここで「諦めたり、止ま
ってはダメ」。そして、「ジタ
バタ大騒ぎ」だけしているの
もダメ。冷静に、淡々と、修

正を加えながら、信じたこと
を愚直に続ける。プラスに転
じる法則を信じて。 
物事は、グルグル、ジグ
ザグに進むものである。 
　 成長するほど輪は大きくな
り、沈みも深くなります。試
練や課題は成長の証。また必
ず反転する日が来ると脳にイ
ンプット。だって、見方を変
えれば、以前よりも何かは必
ずプラスになっていることが
あるはずですから。それを探
し、前進へのモチベーション
へと着火しましょう。 

  しあわせのとなりにいてもわ
からない日もあるんだね。 
　 歩みを止めずに夢見よう。
千里の道も一歩から、はじま
ることを信じよう！（365歩
のマーチの歌詞より） 

Always Better! 
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見方を変えると 
あの時よりも成長している。 

プラスに転じることを信じて継続する

過去

現在


